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1　 は じめに

　現在、西川らが提唱する『学び合い 』の 実践が

広 がっ て い る。この 『学び合い 』の 授業では子 ども

たちが相互 に関わりながら学習に取り組み 、席を

離れ立ち歩き学ぶ 姿を見る事が で きる。この 立ち

歩きに っ い て 、西川（2004）で は 立ち歩きは子 ども

たちの 学び を活性化するもの で あることが述 べ ら

れて い る
D。また、石崎 ・西川（2004 ）で は子どもた

ち は 立ち歩きを活用して適切な情報を選 択 し、学

習を進め て い くことが明らかにされた
2）

。

本研 究では 、 『学び合 い 』の 授業にお ける立ち

歩きの頻度と理解度との 関係を中学校 1学年の

授業を事例にして 明らか にする事を 目的 とする 。

2　 調査方法

1）調査対象

『学び 合 い 』の 授業を行 っ て い る公 立 中学校第 1

学年 35 名 （男子 17名 ，女子 18 名）

2）調査実施期間

　平成 21 年 2 月 25 日〜3 月 9 日

3）対象単元

　身の 回りの 物質 （全 2 時間）

　大地 の 変化 （全 5 時問）

4）調査方法

本調査 で は筆者が 当該校 へ 行 き、調査 を行 っ

た。毎時間、ビデオ カメラで対 象者 の 活動 の 様子

を記録 し、授業 後に筆者が作成 した授業内容 の

理 解を問うア ン ケ
ー

トを理科担 当教諭 に依頼し対

象者全員に対して実施した。

3　 分析方法

（1）分析 1 立 ち歩きの頻度と理解度 につ い て

まず、記録 され た活動の 様子か ら、対象者
一

人
一

人 の 立 ち歩 きの 回数 を数 えた。本研 究で立 ち

歩きとは、石崎・西川（2004）の 考えに準じ、活動時

間 中にお い て、情報を求めるため に各授業の 課

題 を聞き活動を始めた場 所か ら離れ る行動と定義

する
3）
。また、立 ち歩きの 頻度とは、活動時間中に

おける立 ち歩きの 回数の ことを意 味する。

　次に 、各授業の 生徒の 理解状況を授業後に実

施した ア ン ケ
ー

トを用 い て分析した 。 各時間に教

師より提示 され る課 題 に対 して 、評価規準を筆者

が作成した 。 そして 、 そ の評価規準からキ
ー

ワ
ー

ド

を設 定した。キ
ー

ワ
ー

ドとは、評価基準を満たす

ため に特に重要 なこととして 、調査 校で 用い られ

て い る教科書 （東京書籍 「新編新しい 科学」）か ら

各授業で 該 当するペ ージを参考として筆者が設

定 したもの である 。 ア ン ケ
ートの 記述 と設 定した

キ
ー

ワ
ー

ドとを照らし合わせ て 対象者が 記述 した

’e・一ワードの 数を数 え、キ
ー

ワ
ー

ド1っ を 1点とし、

得点を求めた 。 本研 究で はこ れ を理解度とする。

こ れ らの 結果を集計し、ピア ソ ン の 相関係数を求

め 、授業ごとに 立 ち歩きの 頻度と理解度の 関係 を

検討 した 。

（2 ）立 ち歩きの 頻度と成績との 関係

理 科担 当教諭 に依頼し、4 月 か らの 定期テ ス ト

の 結果をもとに、生徒 の 成績を上位 、 中位 、 下位

に分類し、そ れ ぞ れ を上位群 、中位群 、下位群 と

した 。 各授 業に っ い て上 位群、中位群、下位群 の

間で 立ち歩きの 頻度 に つ い て分散分析 に よっ て

検討した 。

3　 結果 と考察

（1）立 ち歩きの頻度と理解度 につ い て

各授 業とも立 ち歩きの 頻度と理 解との 問には 5％

有意水準で統計的な有意差 は認 められなか っ た。

理 解した生 徒が理 解して い な い 生徒 に教えようと

立 ち歩くだけで はなく、理 解 して い ない 生徒が教

え てもらお うと立ち歩こうとして い るこ とが考えられ

る。

（2）立ち歩きの頻度と成績との 関係

成績の 上位群、中位群 、下位群 によっ て 、立ち歩

きの 頻度 に違い は認 め られない こ とが 明らか と

なっ た。こ の結果から、成績に関係 なく、各授業に

お い て
一

人
一

人 が 必要 に応 じて 立 ち歩こうとして

い ると考えられる。
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